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わ
が
国
の
社
会
保
障
法
学
で
は
、
つ
い
最

近
ま
で
、
ド
イ
ツ
法
研
究
の
扱
い
が
お
世
辞

に
も
大
き
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

第
二
次
大
戦
以
後
の
国
際
的
な
社
会
保
障
の

流
れ
に
ド
イ
ツ
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
さ

な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
。 

　
こ
の
状
況
が
一
変
し
た
の
は
、
一
九
九
〇

年
代
半
ば
で
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
、
介
護

保
険
の
導
入
時
に
ド
イ
ツ
の
情
報
が
積
極
論
・

消
極
論
の
双
方
か
ら
盛
ん
に
引
用
・
紹
介
さ

れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
社
会
保
障
の
大

き
な
柱
で
あ
る
医
療
保
険
と
年
金
保
険
の
改

革
に
と
っ
て
も
、
社
会
保
険
の
先
進
国
で
あ

る
ド
イ
ツ
の
最
新
動
向
が
い
ろ
い
ろ
な
示
唆

を
期
待
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
わ
が
国
と
ド
イ
ツ
の
社

会
保
障
研
究
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
特

に
、
ド
イ
ツ
側
の
研
究
機
関
と
し
て
そ
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
筆
者
が
昨
年

一
二
月
か
ら
今
年
一
一
月
ま
で
の
一
年
間
、

在
外
研
究
の
拠
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
国
際
社
会
法
・
外
国

社
会
法
研
究
所
で
あ
る
。
同
研
究
所
は
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
市
中
心
部
の
、
白
い
き
れ
い
な
六

階
建
て
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
中
に
あ
る
。
近

く
に
は
、
州
社
会
裁
判
所
や
州
立
図
書
館
な

ど
も
あ
り
、
地
の
利
が
よ
い
。 

　
現
所
長
の
ベ
ッ
カ
ー
教
授
は
、
わ
が
国
で

の
知
名
度
も
高
い
前
所
長
フ
ォ
ン
・
マ
イ
デ

ル
教
授
の
後
を
継
い
で
、
二
〇
〇
二
年
に
就

任
さ
れ
た
（
ち
な
み
に
、
彼
の
教
授
資
格
論

文
は
、
社
会
保
険
に
お
け
る
保
険
者
の
ア
ウ

ト
ノ
ミ
ー
に
か
か
る
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・

イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
比
較
法
研
究
で
あ

り
、
偶
然
に
も
博
士
論
文
で
ド
イ
ツ
の
保
険

者
自
治
の
歴
史
研
究
を
行
っ
た
筆
者
と
近
い

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
）。
教
授
は
、
公
法
学
の

観
点
か
ら
ド
イ
ツ
の
社
会
保
障
法
に
か
か
る

法
理
論
的
な
研
究
業
績
を
精
力
的
に
公
刊
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
個
別
の
政
策
決
定
を
素

材
に
、
政
府
の
政
策
裁
量
を
制
約
す
る
法
規

範
（
Ｅ
Ｕ
法
と
憲
法
が
中
心
）
を
緻
密
な
法

解
釈
か
ら
導
き
出
し
、
そ
こ
に
体
系
的
か
つ

論
理
的
な
方
向
性
を
加
味
す
る
。
彼
の
業
績

と
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
手
法
は
「
法
学
」
と

し
て
の
社
会
保
障
研
究
の
あ
る
べ
き
姿
を
示

す
。 

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
社
会
保
障
法
研
究

は
、
法
学
の
中
で
は
新
参
で
あ
る
。
し
か
し
、

最
近
は
、
研
究
者
の
層
が
厚
く
な
っ
た
せ
い

か
、
質
と
量
の
双
方
に
お
い
て
向
上
が
め
ざ

ま
し
い
。
実
際
に
、
社
会
保
障
の
各
論
分
野

に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
範
論
が
発
達

し
、
そ
れ
が
個
別
具
体
の
政
策
を
規
律
す
る

要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
抽

象
的
違
憲
審
査
権
を
も
つ
連
邦
憲
法
裁
判
所

の
存
在
と
そ
の
活
発
な
活
動
（
最
近
は
、
過

剰
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
）
は
も
と
よ

り
、
そ
れ
ら
を
素
材
に
政
策
に
か
か
る
規
範

論
を
探
求
す
る
学
者
の
積
極
的
な
活
動
に
よ

る
。 

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
ド
イ
ツ
社

会
保
障
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
依
然
と
し
て

表
面
的
な
制
度
情
報
の
提
供
に
と
ど
ま
り
、

こ
の
よ
う
な
法
学
と
政
策
の
関
係
を
正
確
に

把
握
し
て
い
る
も
の
は
僅
少
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
外
国
の
情
報
は
政
策
を
論
じ
る
と
き
に

だ
け
参
照
す
る
と
い
う
、
わ
が
国
特
有
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、

情
報
の
正
確
さ
や
体
系
的
な
整
理
と
い
う
点

で
は
、
格
段
の
進
歩
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

個
別
の
制
度
に
か
か
る
憲
法
裁
判
所
の
決
定

が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
る
規
範
論
と
は
無
関

係
に
、
当
該
改
正
法
と
の
関
連
に
お
い
て
の

み
単
発
で
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
状
況
か
ら
は

そ
ろ
そ
ろ
卒
業
す
べ
き
と
き
に
き
て
い
る
。

外
国
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
よ
り
本
質
的

な
も
の
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
の
が
学
問
の

名
に
値
す
る
営
為
な
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う

姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
本
当
に
有
用
な
研
究

業
績
が
産
ま
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。 
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社
会
保
障
法
・
労
働
法
専
攻
。
主
な
図
書

と
し
て
、
『
医
療
保
険
の
基
本
構
造
―
―
ド

イ
ツ
疾
病
保
険
制
度
史
研
究
』（
北
海
道
大
学

図
書
刊
行
会
）、『
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
と

法
』（
創
成
社
）
な
ど
多
数
。 



12月の主な受け入れ図書 

開館時間：9:30～17:00 
休 館 日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～１月４日）、その他 
電話番号：03(5991)5032／FAX：03(5991)5659 
利用資格：閲覧はどなたでも自由にできます 
貸　　出：和書・洋書とも２週間、５冊までです 
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください 
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています 

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。 
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（450種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。 
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。 

ご案内 

労働図書館（資料センター） 
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図書館だより 

図書館だより 

①玄田有史著『働く過剰』NTT出版（ix+288頁,B6判） 
日本語的には異常な響きだが、著者の主張が込められたタイトルである。その主張は、即戦力志向やコミュ
ニケーション能力不足などと、若者に過剰なプレッシャーを加え続けている大人に向けられている。本書が、
著者言うところの「現代若者仕事論の集大成」とならず、著者知命の歳の意表をつく若者論を期待したい。 

④水町勇一郎著『集団の再生』有斐閣（v+249頁,A5判） 
「大学紛争」に後れてきた者にとっては「集団の再生」は心躍るタイトルである。「個人の自由」の国とい
われるアメリカ労働社会における個人と集団の関係を正確に紹介し、これまでの日本の議論になかった新し
い視点を提供するという本書の目的が達成されているかどうかの判断は、筆者の能力をはるかに越えている。 

②労働政策研究・研修機構他編『地域の雇用戦略』日本経済新聞社（xiv+364頁,A5判） 
国主導から地域の創意工夫による雇用創出策へという、中央から地方への流れが文字通り時流となっている。
その流れに掉さして当機構も「地域の雇用開発」国際ワークショップを開催した。地域雇用開発に長い経験
をもつ欧米の試行錯誤に学ぶためである。そのワークショップの成果を中心に編まれたのが本書である。 

⑤醍醐聰著『労使交渉と会計情報』白桃書房（x+266頁,A5判） 
本書は、著者がかかわった日本航空事件を題材にして、従来の会計情報機能二分論（意思決定と利害調整支
援）を修正、労使双方が同じ情報を共有しながら、その解釈をめぐって争うという相対交渉の場で会計情報
がどのように利用されるのか等を検討している。組合も会計情報解読力が求められる時代となったのである。 

③鹿嶋敬著『雇用破壊』岩波書店（xii+205頁,B6判） 
本書のタイトルも刺激的であるが、正社員から非正社員への雇用転換を表している。雇用形態の多様化は、
「耳タコ」の状態にあるが、長年記者として活動してきた著者によって、若年及び中高年フリーター、パー
トの仕事の現状と問題点が、データとインタビュー、鳥の目と虫の目をもって、丁寧に明らかにされている。 

⑥川手摂著『戦後日本の公務員制度史』岩波書店（vii+235頁,A5判） 
国家公務員Ⅰ種試験に合格し本省採用のキャリアを優遇する制度である「キャリア」システムの成立と展開
の諸条件を、給与法体制等の３つの制度をてがかりに、若手研究者が精力的に解明している。キャリアの人
たちの地位が、法的に根拠のないインフォーマルな人事慣行によって維持されているというのは驚きである。 

⑦佐々木英一著『ドイツ・デュアルシステムの新展開』法律文化社（iii+206頁,A5判） 
⑧サンフォード・M・ジャコービィ著『日本の人事部・アメリカの人事部』東洋経済新報社（xix+292+55頁,B6判） 
⑨橘木俊詔編著『現代女性の労働・結婚・子育て』ミネルヴァ書房（xvii+279頁,A5判） 
⑩橘木俊詔著『消費税15％による年金改革』東洋経済新報社（ix+220頁,B6判） 
⑪小塩隆士著『人口減少時代の社会保障改革』日本経済新聞社（283頁,B6判） 

⑫菅野和夫他著『労働審判制度』弘文堂（vii+278頁,A5判） 
⑬安保則夫著『イギリス労働者の貧困と救済』明石書店（452頁,B6判） 
⑭城戸喜子他編著『社会保障の新たな制度設計』慶應義塾大学出版会（xi+388頁,A5判） 
⑮河西宏祐著『インタビュー調査への招待』世界思想社（iv+229頁,B6判） 
⑯堺屋太一著『団塊の世代「黄金の十年」が始まる』文藝春秋（309頁,B6判） 

今
月
の
耳
よ
り
情
報 

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

　
図
書
館
は
文
書
保
存
館
（
ア
ー
カ

イ
ブ
）
で
は
な
い
の
で
、
増
え
つ
づ

け
る
収
集
資
料
を
永
久
に
保
存
し
て

お
く
の
が
目
的
で
は
な
い
。
当
館
も
、

よ
り
多
く
利
用
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ

る
資
料
を
残
し
、
利
用
を
終
え
た
と

思
わ
れ
る
資
料
は
、
別
置
ま
た
は
研

究
部
門
等
へ
の
管
理
換
え
を
行
っ
た

後
、
不
用
決
定
を
し
、
売
払
い
、
交

換
手
続
き
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

買
取
・
交
換
広
告
を
行
っ
て
も
外
部

の
方
か
ら
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

な
か
っ
た
資
料
は
、
今
度
は
研
究
員

個
人
へ
の
管
理
換
え
（
配
布
）
希
望

を
募
っ
た
う
え
、
最
終
的
に
は
廃
棄

処
分
と
な
る
。
図
書
は
原
則
と
し
て

永
久
保
存
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

措
置
の
主
な
対
象
は
雑
誌
で
あ
る
。

小
子
も
雑
誌
編
集
者
の
経
験
が
あ
る

の
で
特
に
そ
う
感
じ
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
資
源
ゴ
ミ
と
し
て
業
者
に

ひ
き
と
っ
て
も
ら
う
の
に
は
忍
び
な

い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
そ
う
は
い

っ
て
も
、
ス
ペ
ー
ス
も
図
書
館
経
営

の
た
め
の
重
要
な
資
源
の
一
つ
で
あ

る
の
で
、
こ
の
措
置
も
や
む
を
え
な

い
。
願
わ
く
は
、
よ
り
多
く
の
人
に

買
い
取
り
・
交
換
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
再
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
あ
る
。
当
館
で
は
毎
年
当

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
す
る

と
と
も
に
、
当
機
構
配
信
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

現
在
メ
ル
マ
ガ
を
購
読
（
無
料
）
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
際
是
非
ご

登
録
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
（
登

録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、h

ttps://db.jil. 
go.jp/m

m
/jm

m
.h

tm

）。
な
お
、

本
年
度
も
二
月
に
不
用
雑
誌
等
の
買

い
取
り
・
交
換
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

  

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き 

 

新
年
に
入
っ
て
も
「
つ
ぶ
や
き
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
・
タ
イ
ト
ル
に
ふ

さ
わ
し
く
、
繰
り
言
や
泣
き
言
を
書

き
連
ね
る
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き

た
い
。
で
き
る
だ
け
読
者
の
皆
様
に

も
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
テ

ー
マ
を
選
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
さ
て
、
新
年
最
初
に
発
行
さ

れ
る
号
の
テ
ー
マ
は
、
「
情
報
の
デ

ジ
タ
ル
化
」
。
Ｉ
Ｃ
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
明
る
い
テ
ー
マ
で
も
あ
る
が
、

問
題
点
も
あ
る
。
第
一
は
、
画
面
で

は
見
に
く
い
の
で
、
結
局
印
刷
し
て

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
社
会
の
到
来
と
も
騒
が
れ
た
が
、

逆
に
コ
ピ
ー
枚
数
は
増
え
つ
づ
け
て

い
る
と
い
う
。
第
二
は
、
ネ
ッ
ト
上

で
い
つ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
か
わ

か
ら
ず
、
不
安
が
あ
る
こ
と
（
提
供

者
側
の
恣
意
性
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い

る
こ
と
）
で
あ
る
。
冊
子
で
保
存
し

て
い
る
も
の
と
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
の
間
に

欠
号
が
生
じ
る
恐
れ
も
あ
る
。
三
番

目
は
、
著
作
権
侵
害
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
に
伴
う
問
題
で
あ
る
。
い
ま

ど
き
の
学
生
さ
ん
の
卒
論
は
、
ほ
と

ん
ど
ネ
ッ
ト
情
報
の
カ
ッ
ト
＆
ペ
ー

ス
ト
で
で
き
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
情
報
の
信
頼
性
や
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
見
抜
く
眼
力
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ネ
ッ
ト
で
の

提
供
は
進
む
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
便

利
な
点
は
多
い
。
ど
ん
な
些
細
な
こ

と
が
ら
で
も
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ

ば
な
ん
ら
か
の
情
報
は
得
ら
れ
る
。

し
か
も
、
現
在
で
は
、
手
書
き
原
稿

は
小
子
の
周
囲
で
は
労
働
法
の
某
大

家
ぐ
ら
い
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
ネ
ッ
ト
に
の
せ
る
コ
ス
ト
は
ほ

と
ん
ど
は
か
か
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら

は
せ
い
ぜ
い
老
眼
に
む
ち
う
っ
て
画

面
を
見
つ
め
ら
れ
る
体
力
を
養
う
こ

と
と
、
眉
に
つ
け
る
つ
ば
が
切
れ
な

い
よ
う
な
食
事
管
理
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
。 


